
戸圏、

「
筒
井
」
第
五
十
六
号
別
刷

架

林

遺

跡

第

四

次

発

掘

調

査

中

野

市

教

育

委

員

会



特殊ピットからかなとニ石の出土状況
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4・、

栗
林
遺
跡
第
四
次
発
掘
調
査

一
は
じ
め
に

付
発
掘
ま
で
の
経
過

昭
和
五
五
年
一

O
月
一
六
日
付
を
も
っ
て
、
市
内
莱
林
二
八
二

l
一
番
地
、

石
川
橋
治
氏
か
ら
、
住
宅
新
築
に
と
も
な
う
文
化
財
保
護
法
第
五
七
条
の
ニ
第

一
帽
恨
の
規
定
に
よ
る
「
怨
・
蔵
文
化
財
ぬ
銅
脂
」
の
提
出
を
受
け
、
検
射
し
た
結

果
、
緊
急
発
掘
鈎
査
を
す
る
必
繋
が
あ
る
と
判
断
し
た
。
同
日
付
を
も
っ
て

「
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
莱
林
遺
跡
発
掘
遜
知
」

ハ
文
化
財
保
護
法
第
九
八
条
の
ニ

第
一
疫
の
腐
)
を
文
化
庁
長
官
あ
て
提
出
し
た
。

今
回
の
調
査
地
駿
は
、
昭
和
五
四
年
度
に
実
施
し
た
照
林
遺
跡
磁
認
緊
急
調

査
B
地
区
内
の一

o=一
・
一
O
玄
関
抵
抗
点
附
近
に
該
当
す
る
大
宇
宙
開
林
字
北

原
凶
四
一

l
九
、
四
四
一

|

一
0
4借
地
三
七
八
平
方
メ
ー
ト
ル
内
の
住
宅
新
築

に
と
も
な
う
開
発
行
為
〈
土
木
工
事
U

部
分
一
四
四
平
方
メ

ー
ト
ル

内
の
範
囲

と
し
た
。

時
あ
た
か
も
、
八
月
二

O
日
か
ら
実
施
し
て
い
る
中
部
電
力
の
送
電
線
鉄
塔

改
修
工
事
の
開
発
行
為
ハ
土
木
工
務
〉
に
か
か
わ
る
「
立
ケ
花
嫁
跡
等
緊
急
調

査
」
の
現
地
調
査
・
受
理
中
と
云
う
大
変
な
時
期
で
あ
っ
た
が
、
当
骸
団
長
の

中

野

市

教

育

委

員

会

金
井
汲
次
先
生
に
、
薬
林
遺
跡
事
前
調
査
に
つ
い
て
も
調
査
団
長
を
懇
輔
副
し
快

諾
を
得
て
調
査
手
配
を
終
了
し
た
。

同
調
査
団
編
成
〈
敏
称
略
〉

調
査
責
任
者

側
抗
団
長

調

査

員

調
査
補
助
員

務

務

局

菅
沼
利
雄

金
井
汲
次

中
野
市
教
育
長

日
本
考
古
学
協
会
員
、
長
野
山
州
文
化
財
保
護
指

滋
袋
員
、
中
野
市
文
化
財
保
護
審
議
会
長

長
野
県
考
古
学
会
員
、
中
野
市
文
化
財
保
護
協

-1一

痩
原
一
長
剣

カ
員

池
田
実
努
中
野
市
文
化
財
保
護
協
力
良

中
野
市
教
育
祭
員
会
事
務
局
社
会
教
育
線

偶
発
掘
経
過

調
査
は
、
一
一
月
一
八
日
門
火
〉
か
ら
、
発
掘
用
具
の
搬
入
、

現
地
天
幕
張

等
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
調
査
範
囲
の
一
四
四
平
方
メ
ー
ト
ル
に
三
六
グ
リ

ッ
ト
作
り
を
し
発
掘
調
査
を
開
始
、
一

一
月
三

O
日
(
日
〉
ま
で
、

初
冬
の
中

で
雨
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
会
グ
リ
ッ
ト
の
調
査
を
実
施
し
、
現
地
調
査
を
終
了

し
た
。



ソパ ー調査団メ図1

一
二
月

一
日
(
月
)
か
ら
一

二
月
二
五
日
〈
木
〉
ま
で
、

て

O
九
七
点
余

に
の
ぼ
る
出
土
遺
物
の
整
理
を
実
施
〈
遺
物
の
分
類
・
実
測
、
遺
物
の
拓
本
作
成
、

鍾
入
れ
、
土
属
図
の
作
成
、
柱
穴
位
俊
図
作
成
、
逃
物
写
真
協
調
影
等
〉
を
し
本
調
査
を

終
了
し
た
。

以
上
が
発
揚
経
過
の
概
要
マ
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
今
回
の
第
四
次
凍
林
途

'( 

跡
発
掘
調
査
は
終
了
し
た
が
、

初
冬
の
た
め
と
は
一
玄
え
雨
天
に
悩
ま
さ
れ
な
が

ら
、
調
査
目
的
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

次
に
、
こ
の
発
銀
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
芳
名
を
か
か
げ
感
謝

を
申
し
あ
げ
た
い
。
〈
敬
称
略
服
不
問
)

小
林
寧
苛

小

野

沢

京

ニ

有
資
褒
之
助
小
林
行
安

潜

水

慶

治

中

丸

政

範

高

野

定

雄

小

野

沢

捷

竹

内

洋

一

割

岡

市

太

郎

松

岡

義

一

柳

本

賢

一

岩

戸

啓

一

な
お
末
筆
で
は
あ
る
が
、
地
主
石
川
福
治
氏
な
ら
び
に
石
川
精
進
氏
、
楽
林

S
S防
除
組
合
間
究
機
図
喜
久
保
氏
各
位
か
ら
、
本
調
査
の
た
め
の
現
場
作
業

場
、
作
業
機
械
、
薪
、
飲
用
水
等
提
供
い
た
だ
き
、
物
心
一
堕
聞
に
わ
た
る
ご
配

慮
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
し
、
お
礼
を
申
し
あ
げ
た
い
。
〈
藤
沢
閣
官
裟
縫
〉

制
仲
上
克
医

一ー 2一一

二
遺
跡
の
立
地
と
環
境

市
判
林
一
般
跡
は
中
野
市
大
字
栗
林
一
地
籍
を
中
心
と
す
る
、
弥
生
中
期
の
中
部
山

岳
地
帯
に
お
け
る
繰
式
遺
跡
と
し
て
潟
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
分
布
範
図

は
千
曲
川
旧
河
道
の
河
岸
段
丘
か
ら
牧
山

・
菜
林
を
含
め
て
長
丘

・
高
丘
丘
陵

に
接
す
る
@
県
指
定
地
域
は
、
大
字
架
林
字
北
原
の
河
岸
段
丘
上
の
徴
官
同
地
上

に
所
在
し
、
北
西
側
は
潟
さ
三
メ
ー
ト
ル
内
外
の
産
地
に
な
っ
て
い
る
。
集
落

立
地
に
適
し
、
今
ま
で
の
調
査
に
お
い
て
も
住
居
祉

・
土
機
墓
等
の
遺
構
や
遺

物
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
南
側
は
や
や
低
く
な
っ
て
お
り
〈
東
寄
り
を

字
堤
下
、

西
寄
り
を
字
清
水
尻
)
か
つ
て
は
湿
地
帯
あ
る
い
は
沼
沢
状
の
地
帯

で
、
土
援
は
や
や
水
は
け
が
葱
く
、
，水
田
と
し
て
利
用
さ
れ
た
と
推
測

で
き

る
。
こ
の
地
に
い
ち
早
く
初
期
幾
緋
の
文
化
が
定
着
し
た
の
は
こ
の
よ
う
な
立

，(_ 
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地
条
件
に
も
と

づ
く
か
ら
で
あ

ろ
う
。
遺
跡
の

剛
体
協
は
三一一一

O

J
一-一六

0
メ
ー

ト
ル
前
後
で
、

巡
跡
付
近
の
年

間
降
雨
量
は

一
、
0
0
0ミ

リ
程
度
で
あ

る。

I : 50.000 '*' 

図地跡遺図2

梁

林

遺

跡

は
、
過
去
に
お

い
て
三
回
の
発

掘
調
査
と
昭
和

五
四
年
の
総
聞
篠
認
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
弥
生
中
期
土
器
は
側
首
箆

・
広

口一狸
・
鉢

・
南
町昨蝋干の
類
が
あ
り
、
装
飾
文
が
絡
さ
れ
鉢

・
河
町
昨
符
に
は
朱
が

塗
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
台
付
妥

・
飯

・
盤
の
ふ
た

・
注
ロ
土
器
な
ど
も
あ
る
・

土
製
品
に
は
紡
錘
寧
の
出
土
も
多
い
。
石
器
は
質
量
と
も
に
母
廿
加
で
あ
り
、
太

形
給
刃
石
斧

・
扇
平
片
刃
石
斧

・
石
庖
丁

・
石
槌
な
ど
が
多
数
出
土
し
て
い

る
。
さ
ら
に
建
玉

・
鉄
石
英
の
締
形
管
玉

・
夜
王
製
小
形
勾
玉

・
鉄
石
英

・
務

石
の
丸
玉
な
ど
多
く
の
ま
類
が
採
取
さ
れ
て
い
る
・

ぬ
布
戸
啓
一
〉

_)， 

三

遺

跡

ハ

門

地

形

今
回
の
発
銀
調
査
地
は
、
長
野
県
指
定
史
跡
「
栗
林
遺
跡
」
の
南
西
に
、
ほ

ぼ
接
し
た
位
置
に
あ
り
、
北
側
は
田
沢
樹
知
一
二

0
メ
ー
ト

ル
穫
を
過
ぎ
る
と
、

間
千
曲
川
の
通
称
古
川
地
位
加
に
述
す
る
。
南
面
は
、
永
議
丘
陵
の
お
間

・
安
源

寺

・
閣
内
林
か
ら
水
を
集
め
て
千
曲
川
に
注
ぐ
小
川
盆
称
大
き
が
あ
り
、

周

聞
は
小
規
模
な
が
ら
も
低
湿
地
が
鯨
が
る
水
白
地
帯
で
、
早
く
か
ら
水
稲
鋳
作

が
定
着
し
て
い
た
と
恩
わ
れ
る
。

旧
千
幽
川
は
、
栗
林
に
途
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
北
流
を
隠
か
ら
東
に
向
き

を
変
え
、
大
俣
南
側
を
大
き
く
湾
政
し
て
い
た
た
め
、
上
流
で
は
度
々
大
水
容

を
被
り
、
た
め
に
明
治
三
年
か
ら
凶
年
に
か
け
て
、
上
今
弁
地
絡
を
北
へ
直
流

す
る
大
関
さ
く
工
事
が
行
わ
れ
た
取
に
よ
っ
て
、
今
の
流
れ
と
な
っ
て
い
る
。

せ
智

大
壊
は
、
安
源
寺
か
ら
莱
林
に
入
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
北
流
か
ら
西
に
向
き

を
変
え
て
悶
千
曲
川
に
注
い
で
お
り
、
栗
林
遺
跡
は
悶
千
曲
川
と
、

こ
の
大
壊

に
挟
ま
れ
た
街
地
の
背
状
の
陵
線
上
に
所
在
し
て
い
る
。
大
師
唱
は
、
本
調
査
地
か

ら
函
へ
二
七

0
メ
ー
ト
ル
程
で
千
曲
川
に
至
る
が
こ
の
問
、
相
ニ

O
J
一
0
メ

ー
ト
ル
の
川
口
と
な
っ
て
、
品
燃
が
沢
山
集
ま
り
漁
"
が
容
易
で
あ
っ
た
ろ
う
事

が
十
分
想
像
さ
れ
る
・

ハ
小
野
沢

-3ー
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同

地

層

'
調
査
地
は
南
へ
わ
ず
か
に
傾
斜
し
1

弥
生
時
代
か
ら
は
じ
ま
っ
た
水
問
自
民
輔
耕

地
帯
へ
接
続
す
る
畑
地
で
あ
る
。
千
幽
川
の
氾
穫
の
折
は
、
付
近

一
帯
は
入
江

状
に
滋
水
に
よ
る
泥
と
細
砂
の
恥
積
の
あ
と
が
み
ら
れ
る
。

保
水
力
が
強
く
、

し
た
が
っ
て
水
は
け
が
怒
く
湿
潤
で
あ
る
が
、
乾
く
と
磁
化
す
る
土
質
で
あ
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進

構今

借
住
宅
建
設
予
定
地
へ
縦
=
一
メ
ー
ト
ル
、
積
一

二
メ
ー
ト
ル
〈
一

四
四
平
方
メ
ー
ト
ル
)
に
三
六
グ
リ
ッ
ト
〈
2
×
2
メ
ー
ト
ル
〉
を
設
定

し
、
全
面
発
掘
調
査
を
行
っ
た
。
大
小
九

O
個
の
ピ
ッ

ト
が
検
出
さ

れ
、
そ
の
数
値
等
は
第
一
表
の
と
お
り
で
、
そ
の
分
布
状
態
は
第
三

図
の
ご
と
く
で
あ
る
。
以
前
は
り
ン
ゴ
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
が
数
年

前
か
ら
野
菜
畑
に
変
り
、
地
問
問
の
撹
乱
は
僅
少
で
あ
っ
た
。

D
1
1
E
3
に
か
け
て
回
択
さ
四

・
二
五
メ
ー
ト
ル
、
巾
一一一
0
1
凶

0
セ
ン
チ
深
さ
約
一
一0
セ
ン
チ
前
後
の
滞
状
遺
織
が
検
出
さ
れ
、
こ

の
構
中
に
土
飾
緑
片
(
国
分
期
〉

二
点
が
あ
っ
た
が
、
海
の
用
途

・

性
格
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
特
殊
ピ
ッ
ト
お
か
ら
は
か
な
と
ζ

石

と
工
作
用
台
石
と
推
定
さ
れ
る
自
然
石
が
投
げ
こ
ま
れ
た
よ
う
な
状

態
で
出
土
し
た
。
こ
の
遺
物
は
後
述
す
る
。
壁
掛
曹
の
遺
構
を
検
出
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
住
居
祉
の
プ

ラ
ン
は
明
確
に
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
た
だ
、
北
西
隅
を
中
心
に
弥
生
中
郷
土
務
片
が
割

合
に
』多
く
点
在
し
、

B
1
、
B
2
に
は
灰

・
木
炭
片
・
焼
土
群
が
こ

か
所
あ
っ
て
、
ピ
ッ
ト
と
の
関
係
位
怪
か
ら
円
形
プ
ラ
ン
の
住
居
放

が
存
在
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
推
定
す
る
場
所
が
あ
っ
た
。躍脚

状
逃
惜
怖
の
北
東
側
に
は
土
師
務
片
〈
糸
切
底
)
須
怠
務
片
、
祭
神
仲
等

の
逃
物
が
分
布
し
て
い
た
状
況
か
ら
平
安
時
代
の
遺
構
の
存
在
を
う

か
が
わ
せ
る
地
区
も
あ
っ
た
。
中
央
部
よ
り
南
側

一
帯
に
土
師
器

片
川
摺
鉢
片
(
珠
洲
焼
五
点
〉
灰
秘
片

・
鉄
片

・
砥
石
片

・
鉄

浮

・

か
な
と
こ
石
等
の
検
出
を
み
た
こ
と
か
ら
、
中
世
の
鍛
冶
祉
の
存
在

コt
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ト表

番ピッ号ト1地R表~I 絵~ cml深CIItさ11番ピッ号トI地下表叫1徐~ cml 深cmさ11番ピッ〆号ト1地下表叫i徐- 側 1深c揖さ1 悼論 要
l 38 30X30 30 31 45 24x23 39 61 32 22x23 19 
2 30 13x24 14 32 37 22x23 21 62 30 27xZ7 27 
3 35 30x23 20 33 36 23x24 30 63 31 35x25 25 
4 36 24x24 12 34 30 22x27 220 5 64 35 2280 ×30 28 5 35 28x28 23 35 32 28x28 65 35 OX20 27 
6 37 26x28 17 36 30 21x27 34 66 34 2259 ×25 21 
7 40 25x25 23 37 34 34X33 32 67 35 x27 38 
8 38 24x26 27 38 35 40x40 30 68 34 2257 ×25 30 
9 36 24 x22 21 39 36 25x23 230 3 69 35 x23 15 10 30 226 2X21 13 40 33 40x50 70 35 30x40 32 
11 30 x25 23 41 32 23X28 220 5 71 37 280 3x25 20 12 34 23x24 14 42 33 20x20 72 336 8 x31 12 13 37 2297 x28 27 43 35 24x24 30 73 24x25 25 
14 34 x27 22 44 34 22x23 30 74 440 0 43X41 23 15 44 28x28 30 45 34 30x31 31 75 43x40 20 
16 41 30x26 15 46 33 40x42 30 76 430 8 37x37 18 17 39 23x27 15 47 39 33x33 320 7 77 38x40 20 すり石〈小〉
18 40 20X20 19 48 30 33x30 78 36 420 7 X40 23 
19 38 23x20 17 49 34 28x28 28 79 37 x32 21 
20 40 35x35 15 50 40 33×330 0 27 80 40 50x35 26 
21 37 26x27 22 552 1 36 33x 2S6 2 81 40 28x23 20 22 36 

22245 3 X23 
20 332 5 33x30 82 33 23x22 22 

主回存者こ:5.

23 33 x26 20 53 49x32 28 83 36 36x36 27 
24 35 x23 16 54 38 32X326 2 32 84 34 25x23 214 8 25 
3338 2 6 
40x40 13 55 333 4 26x 36 85 35 20汽3026 220 3 x23 1i再 56 25x27 35 86 34 

52205 0 X47 
60 

27 x22 24 557 8 35 22x22 228 5 887 8 33 x28 20 28 35 227 5×28 24 36 19x220 2 34 x20 30 
29 33 x27 223 1 59 34 22x 23 89 830 2 25×228 5 32 30 36 36x36 60 35 22x22 23 90 24x 30 
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が
あ
っ
た
と
想
定
し
た
が
、
ピ
γ
ト
開
併
を
結
ん
で
住
居
品
川
の
ゲ
ラ
ン
は
明
確
に

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

(
A
M
井
滋
次
〉

遺

物

八
円
弥
生
時
代

遺
物
包
合
同
胞
は
、
地
表
下
回

0
セ
ン
チ
前
後
の
然
渦
色
土
府
中
で
あ
り
‘
第

二
表
の
よ
う
に
、
弥
生
土
器
片
三
二
二
点
の
出
土
を
み
た
が
、
完
形
ロ
聞
は

一
点

も
な
く
、
そ
の
殆
ん
ど
が
小
破
片
で
あ
っ
た
@
有
文
土
機
片
は
一
五
%
に
す
ぎ

四第2袋

グリット |土器片|うち有判|グリツト|土財 |うち紋

A 1 8 2 D 1 2 1 
2 31 6 2 4 1 
3 16 2 3 4 2 
4 24 3 4 7 l 

5 5 1 5 7 1 
6 2 1 6 。 。
B 1 28 4 E 1 13 2 
2 33 3 2 7 I 

3 15 2 3 10 1 
4 3 。 4 3 。
5 11 1 5 4 。
6 16 。 6 1 。
C 1 13 7 F 1 5 3 
2 22 3 2 3 。
3 6 1 3 4 。
4 4 。 4 4 。
5 。 。 5 l 。
6 4 。 6 2 。

メ注
目 49 322 

弥生土務片出土数

計

/ 
。

な
か
っ
た
。
第
四
図
A
の
1
l
u
-
M
・
お
は
純
文
地
ま
た
は
無
文
地
に
で
7

状
工
具
に
よ
る
沈
線
を
付
す
も
の
、

m
-げ
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
備
状
工
目的に

よ
る
康
状
文
ま
た
は
波
状
文
に
列
点
を
刻
む
も
の
、

η
1
ω
は
刺
突
文
宮
、
詑

は
縦
沈
線
を
刻
む
も
の
が
あ
る
ほ
か
は
M
J
M
M
の
如
く
櫛
状
工
具
に
よ
る
波
状

文
か
康
状
文
で
あ
る
。

石
部
備
は
石
銭
二
点
の
検
出
を
見
、
お
は
無
柄
で
由
民
鴻
色
の
頁
岩
製
ハ
0
・
九

七
グ
ラ
ム
〉
で
、

D
2
グ
リ
ッ
ト
か
ら
出
土
し
た
。
こ
の
時
代
併
行
は
疑
問
が

あ
る
が
一
応
提
示
し
た
。
m
m
は

D
4
グ
リ
ッ
卜
か
ら
出
土
し
た
問
問
錨
石
製
の
有

A
mw
 

柄
石
銭
ハ
0
・
六
五
グ
ラ
ム
〉
で
、
最
近
の
出
土
例
は
駒
大
原
遺
跡
一
号
住
居
祉

に

類

例

を

求

め

る

こ

と

が

で

き

る

。

〈

小

野

沢

時

間

〉

H
H

乎
安
時
代

〔
土
師
器
〕
発
見
さ
れ
た
土
問
削
皿
悼
の
破
片
は
総
数
四
四
二
点
に
及
ぶ
が
、
細

片
が
多
く
耕
作
な
ど
に
よ
り
ロ
ー
リ
ン
グ
さ
れ
た
痕
跡
が
多
く
、
務
形
そ
の
他

不
明
の
点
が
多
い
。
出
土
盆
の
多
い
地
点
は

F
2
・
3
・
4
・
5
と

E
1
・

2
・
3、

D
2
な
ど
の
グ
リ
ッ
ト
で
多
く
発
見
さ
れ
た
。
以
下
主
な
遺
物
に
つ

い
て
略
述
す
る
。
(
廿
昨
〉

E
3
の
浅
い
拙
怖
の
中
よ
り
出
土
し
た
、
内
然
外
補
色

の
糸
切
底
で
糸
切
商
が
そ
の
ま
ま
残
り
底
面
径
は
六
セ
ン
チ
を
か
ぞ
え
る
。
器

商
は
不
明
で
あ
る
。

ハ
図
四
8
1
〉
6
・
7
・
8
は
国
分
期
の
・
時
間
子
形
の

獲
の
破
片
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
図
示
し
て
無
い
が
脈
土
に
右
前
犬
帖
悼
の
多
く

含
ん
だ
ロ
縁
部
の
外
側
に
ふ
く
ら
み
有
る
現
破
片
、
外
部
に
煤
の
附
泊
し
た
口

縁
径
一
四
セ
ン
チ
の
茶
掛
色
の
厚
五
ミ
リ
の
棚
田
破
片
、
同
じ
く
口
縁
径

=
一
セ

ン
チ
の
獲
形
ロ
縁
部
破
片
な
ど
で
生
活
様
式
の
一
総
を
う
か
が
わ
せ
る
出
土
物

で
あ
る
が
、
前
回
迄
の
菜
林
遺
跡
に
於
け
る
土
師
途
轍
の
発
見
例
と
比
べ
て
時

- 6ー





代
相
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
宙
開
式
的
は
遺
物
は
み
ら
れ
な
い
。

門
須
恵
器
〕
二
ニ
片
の
発
見
で
あ
-る
が
飴
土
の
色
の
状
態
に
よ
り
、
四
種
類

に
分
類
し
て
み
た
。

、
(I
〉
焼
成
胎
土
断
函
が
白
色
の
も
の
、
厚
さ
、
平
均

一

セ
ン
チ
紛
後
、
外
簡
に
僅
か
に
整
形
の
信
院
が
あ
り
、
自
然
粕

〈
散
防
締
〉
が
に

じ
み
出
て
い
る
聾
形
の
破
片
の
一
片
で
あ
る
。

(
E

)

焼
成
仏
間
之
か
陪
茶
緑
色

の
も
の
〈
図
図
B
4・

5
・
U
)
、
厚
さ
一

・
一
t
一
・
鴎
セ
γ
チ
内
外
で
こ

れ
も
自
然
勅
が
に
じ
み
出
て
い
る
。
〈
目
〉
焼
成
胎
土
が
路
灰
白
色

で
〈
図

H

・
M
-m〉
内
蘭
に
然
色
の
ゴ
マ
脂
晶
状
の
斑
点
が
あ
り
、
外
に
タ
タ
キ
整
形

文
あ
り
厚
さ

一セ

ン
チ
内
外
の
も
の
。
ハ
W
〉
焼
成
胎
土
暗
背
灰
色
の
も
の

〈図
2
・
9

・
ω
-U〉
、

2
は
釜
の
ツ
マ
ミ
の
破
片
で
ツ
マ
ミ
の
径
は
一
一了

一

セ
ン
チ
を
数
え
る
。
こ
の
外
は
懇
の
破
片
で
厚
さ
が

0
・
七
J
一
・
一
セ
ン
チ

内
外
で
あ
る
。
以
上
外
面
的
な
観
察
と
分
類
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
上
に
飴
土
の

化
学
的
分
析
と
か
祭
内
で
の
還
元
状
態
で
の
位
置
の
問
題
に
も
追
及
し
、
ま
た

今
回
の
遺
物
が
短
絡
的
に
向
丘
綴
世
間
遺
跡
群
の
所
産
と
し
て
結
び
つ
け
る
事
が

妥
当
か
ど
う
か
は
今
後
の
資
料
の
婚
加
を
待
つ
て
の
線
題
と
し
た
い
。
と
も
あ

れ
過
去
に
関
査
さ
れ
た
即
丘
晴
樹
梁
遺
跡
群
の
須
恵
器
の
遺
物
は
在
地
の
然
元
の

紡
土
が
使
用
さ
れ
て
い
る
〈
金
井
汲
次
氏
教
一
否
と
の
こ
と
な
の
で
、
私
見
に
よ
れ

ば
E
・
E
-
MF
の
遺
物
は
在
地
の
祭
の
遺
産
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ー
の
破
片
は

異
質
の
.様
相
が
あ
り
、
飴
土
の
運
織
か
、
器
物
の
交
易
が
考
慮
さ
れ
る
。
奈
良

初
期
か
ら
平
安
朝
期
に
一
旦
る
高
丘
祭
器
開
遺
跡
群
が
そ
の
廃
絶
の
時
期
も
含
め
て

解
明
さ
れ
綴
年
の
研
究
が
近
い
将
来
確
立
さ
れ
、
千
曲
川
下
流
域
の
須
恵
俸
の

研
究
に
寄
与
さ
れ
る
様
、
願
っ
て
い
る
。

〔
然
湾
〕
須
恐
総
を
焼
い
た
黙
の
鐙
の
部
分
の
破
片
で
6
X
4
X
2
セ
ン
チ

/ 

の
塊
で
も
う
一
片
小
さ
な
滋
片
が
あ
り
、
合
計
二
片
で
あ
る
。
鎮
の
ス
サ
の
疫

の
あ
る
遜
有
品
一
だ
が
、

地
形
の
項
の
説
明
の
如
く
平
畑
一
の
遺
構
の
発
見
で
あ
る

か
ら
近
く
傾
斜
地
の
祭
社
か
ら
何
か
の
機
会
に
紛
れ
こ
ん
だ
と
推
定
さ
れ
る
。

〔
灰
粕
〕
(
B
悶
3
〉
い
づ
れ
も
小
さ
な
磁
片
で
五
片
発
見
さ
れ
た
。
灰
白

色
を
曇
し
ロ
ク
ロ
闘
が
判
然
と
し
て
い
る
。
思
柑
形
は
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
ら
灰

紬
片
の
発
見
は
住
居
枇
域
い
は
作
業
所
の
地
点
の
出
土
例
、
数
量
的
な
面
な
ど

北
信
地
方
の
灰
勅
出
土
開
閉
例
の
範
勝
に
入
る
普
遍
的
な
現
象
が
見
ら
れ
る
。

局

室

町
時
代
及
び
そ
れ
以
降

〔皿〕

(図
悶
C
4
〉
一
般
に
カ
ワ
ラ
ケ
と
呼
ば
れ
る
土
飾
質
の
深
さ
一
七

γ
チ
、
直
径
八

・
七
セ
ン
チ
の
皿
で
内
外
爽
褐
色
を
塁
し、

手
ず
く
ね
の
あ

と
、
内
簡
は
へ
ラ
磨
き
し
て
あ
り
、
底
面
も
ヘ
ラ
に
て
切
り
離
し
て
い
る
。
ほ

ぽ
完
形
回
聞
で
あ
る
。
鍛
冶
祉
の
関
連
の
祭
犯
逮
物
か
、
灯
明
血
と
し
て
使
用
さ

れ
た
中
世
初
期
の
進
物
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
施
鮎
欄
陶
肌
耐
〕
(
間
四
C
5
〉
底
の
直
径
一

一一
セ
ン
チ
、
火
紛
部
迄
の
潟
さ

六
セ
ン
チ
の
陶
絡
で
外
商
は
駄
を
か
け
て
淡
灰
m
H
色
を
回
総
す
が
、
内
面
は
無
施

触
で
あ
る
。
焼
成
胎
土
は
白
色
で
鵬
首
商
の
膚
は
凸
凹
し
て
お
り
、
茶
色
の
斑
点

が
見
ら
れ
る
。

探
形
が
特
定
出
来
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。
一
一
世
紀
代
の
岐

阜
県
か
愛
知
県
地
方
の
祭
の
所
産
と
思
わ
れ
る
。

〔世情鉢〕

m
図
四
C
1
〉
図
示
の
破
片
は
ロ
縁
部
で
後
定
直
径
三

0
セ
ン

チ
の
大
き
さ
で
外
商
に
煤
状
の
薄
墨
色
し
た
部
分
が
あ
る
殊
州
焼
の
箔
鉢
の
破

片
で
、
他
に
小
片
二
点
発
見
さ
れ
た
。
中
世
の
遺
織
に
普
通
に
伴
出
す
る
@
近

ω

ω

H

W

 

く
で
は
ど
僚
の
中
世
住
居
祉

・
安
源
寺
遺
跡
中
世
境
押齢社

・
建
応
寺
跡
・
茶
日

出
宮
崎
お
跡
等
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る。
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ヘJ

〔
そ
の
他
進
物
〕

1
ひ
び
焼
ぞ
淡
青
色
の
織
が
外
商
と
内
面
部
の
外
縁
部
分

に
節
さ
れ
る
陶
片
で
復
原
口
一
縁
直
径
六
七
ソ
チ
の
小
形
笠
と
忽
わ
れ
る
も
の
が

B
・6
よ
り
発
見
さ
れ
た
ハ
図
C
3
〉
。
2
内
面
資
潟
色
で
外
商
は
黒
色
で
菊
花

印
文
の
下
に
沈
線
の
あ
る
土
師
質
の
土
器
片
(
図
C
6
)
が
C
・
3
よ
り
発
見

さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
火
鉢
の
破
片
で

1
2
と
も
近
世
の
所
産
と
考
え
ら
れ
る
。

〈
凶
五
〉
主
に
調
査
区
の
東
南
方
で
発
見
さ
れ
総
数
六
五
片
を

数
え
る
。
こ
の
う

〔
鉄
片
〕

ち
E
4
で
は
欽
鍬

出土鉄片及び;鉄棒

と
思
わ
れ
る
も
の

は
F
3
か
ら
は
L

形
の
形
状
物
が

〈凶
五
グ

ラ
ム
〉

発
見
さ
れ
た
が
、

器
物
の
形
態
は
腐

蝕
が
進
み
詳
細
は

不
明
で
あ
る
。
鉄

釘
状
遺
物
は
調
査

グ
リ
ッ
ト
全
体
か

ら
発
見
さ
れ
、
傘

の
製
法
、
断
面
の

あ
り
方
な
ど
詳
細

に
分
類
す
べ
き
と

思
う
が
こ
こ
で
は

図5

• 

)1 

簡
単
に

(
l
〉
長
さ
ニ
J
一一
一セ
ン
チ
、
直
角
断
面

0
・
三
セ
ン
チ
、

〈
E
〉
長

さ
四
J
五
セ
ソ
チ
、
断
面

0
・
四
セ
ン
チ
内
外
、
(
阻
)
田
沢
さ
五

J
六
七

γ

チ
、
中
央
断
面

0
・
六
セ
ソ
チ
の
三
段
階
に
分
類
し
て
み
た
。
こ
れ
ら
は
用
途

別
に
目
的
を
持
っ
て
製
作
さ
れ
た
鍛
造
の
釘
な
の
だ
ろ
う
。
そ
の
他
の
鉄
片
の

多
く
は
小
鍛
冶
段
階
で
の
路
楽
物
と
考
え
た
い
。

〔
鉄
棒
〕
(
図
五
〉
総
数
一
四
点
検
出
さ
れ
、
最
も
大
形
品
は
八
六

・
六
グ

ラ
ム
で
表
面
は
滑
ら
か
な
熔
融
商
が
あ
り
、
炉
床
、
ふ
い
ご
ロ
な
ど
は
調
査
地

点
の
近
く
に
遺
存
し
て
い
る
と
考
え
て
小
鍛
冶
炉
の
副
産
物
と
し
た
い
。

門
磁
石
〕

〈

図
4
C
8
・
9

・
ω)
全
部
で
七
点
発
見
さ
れ
た
が
8
は
護
金
二

七
・
五
グ
ラ
ム
、
中
央
の
断
面
は

一
・
九

x
一
・
五
x
一
・
八

x
一
・
四
セ
ン

チ
、
9
は
岡
三
九

・
二
グ
ラ
ム
問問
二
・
五
×
一

・
六
×
ニ
・
五

x
一
・
八
セ
ン

チ
、

ωは
間
三
九
・
二
グ
ラ
ム
、
同
二

・
五
×
一

・
六
×
ニ

・
五
×
一

・
八
セ

ン
チ
で
三
点
と
も
四
商
が
使
用
さ
れ
、
使
用
中
に
切
断
磁
調
後
も
更
に
使
用
さ

れ
、
耐
用
の
限
度
ま
で
惨
滅
し
て
い
る
。
な
お
、
産
出
地
は
、
池
田
笑
男
氏
に

よ
る
と
群
馬
県
沼
間
産
の
砥
石
に
似
て
い
る
と
の
事
で
あ
る
。

〔
火
打
石
]

D

4

グ
リ
ッ
ト
発
見
の
一

四
・
五
グ
ラ
ム
の
石
英
の
塊
で
あ

る。

-9一一

以
上
の
如
く
鉄
片
、
鉄
棒
、
砥
石
、
火
打
石
に
か
な
と
こ
石
を
加
え
た
遺
物

A
M守

は
室
町
期
頃
の
村
鍛
冶
段
階
の
直
接
的
な
現
業
の
遺
物
と
恩
わ
れ
る
が
、
調
査

地
点
の
制
約
と
、
保
存
状
態
不
良
に
依
り
充
分
怠
を
尽
せ
な
い
の
は
残
念
で
あ

る

。

(

酬

阻
原
長
則〉

締
か
な
と
こ
右

〆
リ
ッ
ト

C
5と
C
6
に
ま
た
が
る
八
六
号
ピ
ッ
ト
の
地
表
下
一
一
一

O
セ
ソ
チ



かなとこ石突測図

よ
り
出
土
し
た
。
径
五

O
×
四
七
セ
ン
チ
の
衛
門
形

の
ピ
ッ
ト
中
に
か
な
と
こ
石
は
西
側
に
縦
に
投
げ
込

ん
だ
状
態
に
、
ま
た
、
そ
の
策
側
に
は
何
等
か
の
工

作
に
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
台
状
の
三
角
形
の
川

原
石
〈
学
割
)
と
共
に
出
土
し
た
。
こ
の
ピ
ッ
ト
は

地
表
下
底
部
ま
で
は
約
六

0
セ
ン
チ
で
あ
っ
た
。

か
な
と
こ
石
は
安
山
岩
の
川
原
石
で
、
霊
盆
は
一

一
・
七
キ
ロ
、
長
三
角
形
で
三
つ
の
面
を
持
っ
て
い

る
。
工
人
は
台
石
に
適
当
と
恩
わ
れ
る
川
原
石
を
遠

方
よ
り
運
ん
で
き
て
、
鍛
冶
岨
切
に
備
え
つ
け
、
鍛
造

に
よ
っ
て
磨
滅
し
た
り
、
制
制
緩
の
あ
っ
た
時
は
別
の

面
を
使
用
し
、
都
合
三
回
に
わ
た
っ
て
剥
周
し
た
あ

と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
三
つ
の
函
に
つ
い
て
述
べ
る

と
第
三
衰
の
と
お
り
で
あ
る
。

nu 

図6

以
上
の
特
徴
か
ら
か
な
と
こ
右
と
推
定
し
た
が
、

C B A 函

35cm 34.8cm 34.5c揖 長さ

15.7cm 19.0cm 15c揖 量巾生大

ci 約 ci約 cti積面555.11 575.24 490.63 

てつ王子 たA
いた坦 め面
るも函 僅に
。のは かか

所Aのご他に のわ 摘間つ
のて

使用使つ

にた

とどz商~t と蘭にな

がれろみとるら・に続け痕があてつが剥席鶴てよし。獲石Jて舞ことえしE 

まfこ

たつ多小

との
要

恵わ問凸

れが
るあ 潟赤く、時た。る

そ
れ
は
郷
三一
次
安
源
寺
追
跡
の
発
鋸
調
査
の
か
な
と
こ
石
に
緩
め
て
類
似
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
安
.源
寺
遺
跡
の
場
合
は
鍛
冶
遺
構
が
一
応
織
っ
て
い

た
の
で
あ
る
が
、
今
回
の
も
の
は
ほ
ど

・
ふ
い
ご
ぐ
ち
は
検
出
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
周
辺
か
ら
鉄
器
片
六
五
点

・
鉄
浮
一
四
点
、
ハ
ロ
絵
参

照
〉
砥
石
七
点
と
水
鉢
に
利
用
し
た
と
縫
定
さ
れ
る
怨
鉢
片
〈
珠
洲
佼
)
四
点

を
得
て
い
る
。
か
な
と
こ
石
を
'
如
何
な
る
事
情
で
地
下
へ
埋
め
た
か
は
明
確
に

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

〈
池
問
実
男
〉

かなとこ石表第3表
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五

む
す
ぴ

奥
信
濃
の
晩
欽
は
毎
朝
の
よ
う
に
霜
が
降
り
、
霜
解
け
を
待
っ
て
発
掘
に
か

か
り
、
午
後
は
短
目
の
た
め
に
作
祭
能
皐
は
あ
が
ら
ず
、
そ
の
上
倒
殺
期
間
中

に
は
三
日
間
の
雨
天
に
遭
遇
し
て
調
査
は
難
渋
し
た
。

発
掘
面
積
は
僅
か
一
四
四
平
方
メ
ー
ト
ル
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
ピ
ッ
ト
は

突
に
九

O
の
検
出
を
み
た
。
し
か
し
遺
構
の
性
格
を
た
し
か
め
る
こ
と
は
で
き

瓦
か
っ
た
。

遺
物
は
栗
林
式
土
器
片
三
二
二
点
、
う
ち
有
文
伺
九
点
と
石
敏

二

点

を

得

た
。
ま
た
、
多
数
の
土
師
器
片
(
国
分
知
)
須
恵
器
片
二
二
点
、

灰
制
片
五
点

を
検
出
、
調
査
地
の
よ
う
な
平
知
一
地
に
は
普
通
は
み
ら
れ
な
い
祭
浮
二
点
も
得

た
が
、
こ
れ
凶
はu
東
南
斜
蕗
に
哩
窯
燕
祉
が
一
所
所
在
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
中
栓
の
遺

物
は
カ
ワ
ラ
ケ

.
施鮎紬欄陶騨努耐片

.
摺
鉢
片
と
鉄
片
〈
六

枇
特
甘
殊
ピ
ツ
ト
か
ら
は
か
な
と
こ
石
が
発
見
さ
れ
た
。
か
な
と
こ
石
は
安
源
寺
巡

跡
第
三
次
調
査
の
折
に
検
出
さ
れ
た
鍛
冶
祉
の
も
の
と
略
h

同
形
の
も
の
で
、

近
辺
に
鍛
冶
祉
が
あ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

昭
和
五
四
年
夏
の
茶
林
遺
跡
範
臨
時
地
認
調
査
に
よ
っ
て
、
川
知
の
指
定
史
跡
範

聞
は
弥
生
中
期
の
遺
跡
で
、
僅
か
に
土
飾
部
柑
〈
間
分
期
〉
の
遺
物
の
包
含
し
て

い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
れ
以
外
の
地
m
m
は
、
や
や
綿
織
岬
で
あ
る
が
原
始

・

古
代

・
中
世
か
ら
近
位
に
わ
た
る
復
合
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
硲
叩
抑
即
さ
れ
た
。
今

回
の
鈎
査
も
前
述
の
と
お
り
復
合
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、
巡
棚
怖
に

よ
っ
て
復
合
の
性
絡
を
犯
録
す
る
に
い
た
ら
な
か
っ
た
。
ピ
ッ
ト
税
の
検
出
は

当
遺
跡
の
第
二

・
一一一
次
調
査
で
も
同
様
で
あ
っ
た
が
、
住
居
祉
等
の
プ
ラ
ン
は

明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
検
出
さ
れ
た
進
機
・

遺
物
を

.
爪
#
t
h

，

提
示
し
て
今
後
の
究
明
の
資
と
し
た
い
。

〈
金
井

汲
次
〉

ω
紬
押
回
五
六

「m
ma
情
来
林
の
弥
律
弐
石
鳳
耐
」
考
+
息
子
{
ハ
|
一
O
昭
和

二

年

ω
藤
森
栄
一

「儒
演
の
弥
生
式
土
器
と
弥
生
式
石
崎
柑
」
考
古
伊
七
I
七

昭

和

二

年

川

W

神
回
五
六

「北
信
楽
林
の
弥
生
式
土
怨
」
考
古
学
七
|
七

川

w
藤
森
栄

一「
千
幽
川
下
波
長
級

・
高
丘
の
弥
生
式
石
器
」
考
古
学
八
l
八
昭
和

一
二
年

同
小
林
峨
隊
・小
野
膨
年
「
第
二
次
薬
品
仲
遺
跡
発
鋸
」
潟
丘
小
中
学
校
ー
昭
和
二
五

年
的
別
小
林
暖
暢

「長
野
県
下
高
井
郡
褒
林
遺
跡
」
日
本
考
古
学
年
報
三
昭
和
一一
一O
隼

切
線
原
健
「
栗
林
式
土
祭
の
百
円
倹
討
」
考
古
学
雑
総
四
九
l
三
昭
和
三
八
年

制

W

坪
弁
務
足
「
高
丘
村
弥
生
式
遺
跡
調
査
」
下
筒
井
長
野
県
教
委
昭
和
二
八
年

制
現
在
高
丘
地
区
で
は
安
源
寺
、
薬
品
仲
、
牛
出
、
立
ケ
花
、
常
弔問
地
区
に
亙
っ
て
一一
一

十
基
副
艇
の
蜘
商
品
且
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

大
川
清

・
金
弁
汲
次

「長
野
県
中
野
市
背
中
間
然
築
遺
跡
」
陪
田
波
E

一
七
の
一
一
一

ω
金
井
滋
次

「北
信
に
於
け
る
疲
近
の
出
土
古
銭
」
尚
弁
創
刊
号

ω
林
茂
樹

・
金
井
汲
次

・桐
原
健
「
長
野
県
中
野
市
栗
林
遺
跡
第
三
次
調
査
線
級
」

信
濠
E

一
八
l
四
昭
和
四

一年

ω
中
野
市
教
安

「安
源
地
ザ
」
昭
和
四
二
年

ω
金
井
正
彦

「中
野
市
草
間
出
土
の
莱
林
式
土
蕊
」
尚弁一一一

ω
中
野
市
教
愛

『跡
地
応
寺
跡
発
銀
調
査
」
筒
井
四
六

ω
u
w
「茶
臼
峯
」

潟
井
一
一一
O

ω
鍛
冶
関
係
の
遺
徳
遺
品
切
の
発
郷
例
は
、
金
井
滋
次

「古
代
米
安
樫
守
の
鍛
冶
口
脱
』

筒
井
四
三
号
、
岡
谷
市
船
鍵
社
遺
跡
、

「長
野
県
中
央
泡
初
統
文
化
財
包
厳
地
発
抱

鈎
悲
報
告
書
」
岡
谷
古
川
そ
の
4
所
殺
、
飯
山
市
数
冊
官
、
同
芳
野
県
飯
山
市
旭
町
遺
跡
野

「北
原
遺
跡
絢
究
報
告
窃
」
昭
和
五
五
年
な
ど
矧
例
の
資
料
が
円
品
ら
れ
る
・

側
中
野
市
敬
愛

「栗
林
遺
跡
硲
認
緊
急
純
技
報
告
密
」
昭
和
五
五
年

ω
盛
田
村
敏
育
祭
員
会

「潟
大
原
遺
跡
」
昭
和
五
五
年

ω
中
野
市
総
昭
和
五
六
年

一ー 11一一
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